
介紹

を
踏
ま
え
前
期
難
波
宮
へ
の
具
体
的
な
影
響
を
考

察
す
る
。
李
陽
浩
「
古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
八

角
形
建
物
と
そ
の
平
面
形
態
」
は
、
依
然
定
説
を

見
な
い
前
期
難
波
宮
八
角
殿
の
性
格
を
、
東
ア
ジ

ア
の
類
例
を
挙
げ
て
再
検
討
し
て
い
る
。

　
以
上
、
考
古
・
文
献
・
建
築
・
思
想
な
ど
、
古

代
難
波
宮
研
究
に
関
わ
る
諸
分
野
に
つ
い
て
、
現

状
で
の
到
達
点
を
簡
潔
に
示
し
た
こ
と
が
本
書
の

功
績
で
あ
ろ
う
。
巻
末
に
調
査
・
保
存
略
年
表
や

関
連
調
査
報
告
書
・
主
要
図
書
一
覧
な
ど
、
豊
富

な
関
連
情
報
を
掲
げ
る
点
も
有
益
で
あ
る
。
単
一

分
野
の
視
点
の
み
か
ら
難
波
宮
の
全
容
に
迫
る
こ

と
の
限
界
は
自
明
で
あ
り
、
横
断
的
・
学
際
的
視

点
が
今
後
一
層
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
聞
違
い
な
い
。

本
書
は
難
波
宮
研
究
に
携
わ
る
者
に
限
ら
ず
、
広

範
な
人
々
に
資
す
る
内
容
で
あ
り
、
今
後
の
難
波

宮
研
究
に
お
い
て
常
に
参
照
す
べ
き
一
冊
と
い
え

る
。　
　
　
　
（
A
5
判
　
三
六
八
頁
　
二
〇
一
四
年
八
月

　
　
　
　
　
　
吉
川
弘
文
館
　
税
別
一
二
〇
〇
〇
円
）

　
　
（
寺
井
廠
矩
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
）

Ω
Φ
謬
φ
U
《
詳
冨
押

ぎ
謡
神
職
¢
寄
一
向
聴
§

瀞
ミ
勲
強
欲
N
ミ
き

駄
、
o
、
ミ
鼠

ミ
ミ
ト
懸
§
咋
ぎ
ミ
篭
覧
。
ミ

　
ア
ダ
ム
・
ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
イ
チ
と
い
え
ば
ポ
ー
ラ

ン
ド
・
ロ
マ
ン
主
義
を
代
表
す
る
詩
人
で
あ
る
が
、

そ
の
彼
が
亡
命
先
の
パ
リ
で
執
筆
し
た
作
品
『
パ

ン
・
タ
デ
ウ
シ
ュ
』
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
舞
台

は
一
九
世
紀
初
頭
の
リ
ト
ア
ニ
ア
。
ナ
ポ
レ
オ
ン

の
東
方
進
軍
に
よ
っ
て
待
望
の
故
国
復
活
な
る
か

と
い
う
熱
気
の
な
か
、
主
人
公
で
あ
る
タ
デ
ウ
シ

ュ
と
そ
の
周
囲
の
人
物
た
ち
が
織
り
な
し
た
社
交
、

陰
謀
、
対
立
、
和
解
の
物
語
で
あ
る
。

　
そ
の
作
中
、
中
心
的
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
け

れ
ど
も
、
個
性
的
か
つ
魅
力
的
な
人
物
と
し
て
、

ヤ
ン
キ
ェ
ル
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
人
の
居
酒
屋
店
主
が

登
場
す
る
。
彼
の
店
は
地
元
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
、
農

奴
、
司
祭
ら
が
や
っ
て
き
て
は
大
い
に
酒
を
飲
む

社
交
の
場
で
あ
っ
た
。
ひ
と
り
店
主
ヤ
ン
キ
ェ
ル

だ
け
が
素
面
を
保
っ
て
店
内
を
見
張
り
、
と
き
に

楽
器
を
手
に
し
て
客
を
も
っ
と
楽
し
ま
せ
る
（
飲

ま
せ
る
）
の
で
あ
る
。
か
つ
て
か
の
地
で
こ
う
し

た
情
景
は
あ
り
ふ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
分
割
は
そ

の
臼
常
を
変
容
さ
せ
た
の
だ
が
、
あ
の
伝
統
的
な

世
界
は
一
体
い
つ
ま
で
存
続
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
グ
レ
ン
・
デ
ィ
ン
ネ
ル
の
近

著
『
ヤ
ン
キ
ェ
ル
の
居
酒
屋
』
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

王
国
（
ロ
シ
ア
に
分
割
さ
れ
た
領
域
の
う
ち
、
今

日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ

を
除
い
た
地
域
）
を
対
象
に
こ
の
問
い
に
答
え
る

も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
そ
の
要
点
を
二
つ
に
ま

と
め
る
。

　
｝
点
目
は
、
史
料
読
解
に
依
拠
す
る
実
証
主
義

批
判
で
あ
る
。
従
来
説
で
は
、
分
割
後
の
国
家
に

よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
居
酒
屋
の
規
制
（
例
え
ば
、
許
可

制
の
導
入
、
店
舗
の
主
要
街
道
か
ら
の
隔
離
）
が
、

そ
の
衰
退
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
て
き
た
。
だ
が

こ
の
学
説
は
、
取
り
締
ま
る
公
権
力
に
と
っ
て
都

合
の
良
い
事
実
の
み
を
述
べ
る
史
料
の
性
質
を
看

過
し
て
い
る
。

　
近
世
以
来
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
シ
ュ
ラ
フ
タ
か
ら
厨

酒
屋
を
貸
付
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
利
益
は

所
領
の
主
な
収
入
源
を
な
し
た
。
そ
し
て
そ
の
よ

う
な
経
済
構
造
の
も
と
で
は
、
居
酒
屋
を
成
功
さ

せ
る
に
は
常
に
素
面
を
保
つ
ユ
ダ
ヤ
人
こ
そ
が
最

適
で
あ
る
と
い
う
観
念
が
形
成
さ
れ
た
。
上
述
の

ヤ
ン
キ
ェ
ル
は
、
詩
人
自
身
が
な
じ
ん
で
い
た
当

時
の
ユ
ダ
ヤ
人
イ
メ
ー
ジ
の
表
象
で
あ
っ
た
の
だ
。
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こ
う
し
た
観
念
を
修
正
す
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ

た
国
家
の
規
制
は
、
意
図
せ
ず
し
て
「
地
下
経
済

σ
蜀
。
評
き
Q
葺
簿
」
の
成
立
を
導
く
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
当
時
の
裁
籾
記
録
で
確
認
さ
れ
た
、
店

頭
で
の
酒
類
販
売
自
体
は
あ
く
ま
で
キ
リ
ス
ト
教

徒
が
務
め
る
「
隠
れ
ユ
ダ
ヤ
人
居
酒
屋
」
の
横
行

で
あ
る
。
地
主
の
み
な
ら
ず
、
密
売
人
（
こ
れ
も

し
ば
し
ば
ユ
ダ
ヤ
人
）
が
運
ん
だ
手
工
業
品
や
タ

バ
コ
、
砂
糖
な
ど
を
買
う
農
奴
か
ら
も
、
隠
れ
ユ

ダ
ヤ
人
居
酒
屋
は
大
変
重
宝
さ
れ
た
商
業
施
設
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ユ
ダ
ヤ
人
居
酒
屋
は
、
分
割
後
も

封
建
的
地
域
共
同
体
の
な
か
で
存
続
し
て
い
た
。

こ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
農
奴
解
放
に
よ
る

封
建
的
諸
関
係
の
解
消
が
も
っ
た
で
あ
ろ
う
衝
撃

で
あ
る
。
実
際
、
先
行
研
究
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国

に
お
い
て
農
奴
解
放
が
な
さ
れ
た
～
八
六
四
年
を

境
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
居
酒
屋
が
激
減
し
た
と
し
て
き

た
。　
だ
が
筆
者
は
、
譲
く
○
ユ
ダ
ヤ
学
研
究
所
に
あ

る
グ
ー
ト
マ
ッ
ヒ
ャ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
基
に
、

右
記
の
従
来
説
に
反
論
す
る
。
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ラ
ビ
だ
っ
た
エ
リ
ヤ
・
グ
ー

ト
マ
ッ
ヒ
ャ
ー
に
、
…
八
七
〇
年
代
初
頭
ま
で
届

け
ら
れ
た
生
活
相
談
書
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
統

計
的
分
析
か
ら
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
ユ
ダ
ヤ

人
が
酒
類
販
売
に
携
わ
る
割
合
は
農
奴
解
放
前
と

比
べ
て
低
く
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。　
本
書
の
二
つ
目
の
特
徴
は
、
こ
れ
ら
の
生
活
相

談
書
が
丁
寧
に
読
み
解
か
れ
る
な
か
で
、
読
者
が

ユ
ダ
ヤ
人
民
衆
の
語
り
に
触
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。
酒
と
賭
博
に
耽
る
夫
と
の
離
婚
を
望
む
人

妻
や
、
商
売
上
の
悩
み
を
抱
え
る
居
酒
屋
店
主
な

ど
、
ど
れ
も
つ
い
立
ち
止
ま
っ
て
読
み
込
ん
で
し

ま
う
魅
力
を
も
つ
。
だ
が
と
り
わ
け
、
自
ら
密
輸

に
手
を
染
め
て
い
る
こ
と
を
告
白
し
、
他
に
良
い

仕
事
が
あ
れ
ば
足
を
洗
い
た
い
と
述
べ
る
現
役
密

売
人
（
一
）
の
声
は
示
唆
に
富
ん
で
い
た
。
彼
に

と
っ
て
酒
類
販
売
に
関
わ
る
こ
と
は
、
危
険
が
伴

う
も
の
で
あ
っ
て
も
有
力
な
稼
ぐ
手
段
で
あ
っ
た

の
だ
。

　
本
書
の
結
論
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
「
ヤ
ン
キ

ェ
ル
の
居
酒
屋
」
の
世
界
は
、
工
業
化
の
も
と
で

さ
ら
に
社
会
変
容
が
進
展
し
た
一
九
世
紀
末
ま
で

続
い
た
と
さ
れ
る
。
居
酒
屋
と
い
う
場
所
か
ら
、

近
代
的
資
本
主
義
の
論
理
が
い
か
に
伝
統
的
な
経

済
社
会
に
接
合
さ
れ
た
の
か
を
考
え
て
も
面
白
そ

う
だ
。
と
、
こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
居
酒
屋
論
を

通
じ
て
私
た
ち
の
歴
史
的
想
像
力
を
か
き
た
て
て

く
れ
る
。
民
衆
歌
や
図
像
の
利
用
も
多
く
、
文
学

や
人
類
学
に
関
心
の
あ
る
読
者
も
満
足
の
～
冊
だ

と
確
信
す
る
。
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